
（別紙３）

〜 令和８年 3⽉ 28⽇

（対象者数） 15 （回答者数） 13

〜 令和８年 3⽉ 28⽇

（対象者数） 12 （回答者数） 12

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ⼀対⼀の場を設け安⼼して話せるようにもしている。年齢
層の広さから社会的な関係性の構築を促している。

2 社会に関わる機会を増やし、経験を積ませていく。

3 家でできることを増やし経験を促していく。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

地域の交流を含めたイベントへの参加を促し、保護者同⼠
の話す機会を作る。

2

SNSやHPなどを活⽤し情報を発信できるようにする。

3

○事業所名 どんぐりの樹

○保護者評価実施期間 令和８年 2⽉ 25⽇

○保護者評価有効回答数

令和８年 2⽉ 25⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和８年 4⽉ 15⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者間の関わり少ない。 保護者同⼠の交流に伴い起こりうるトラブルを考えている。
（個⼈情報の漏洩など）

情報が周知できていない。 電話や連絡帳などでしか基本情報共有ができていない。

コミュニケーション能⼒の向上 集団での活動を取り⼊れ児童同⼠の関わりを多く持っている。

地域交流、イベントの開催
進路・就労に向けての連携。
社会性の向上。
対⼈関係のコミュニケーション

保護者の休息（レスパイト）につながるケア
家族でのコミュニケーション時間を拡張

学校の宿題を施設で終わらせている。
進路についての相談やフォローを⾏っている。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


